
2023 年度 関東支部運営委員会（第 1 回） 議事録 

 
日 時 ： 2 0 2 3 年 7 月 1 8 日 （ 火 ） 1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0 会 場 ： J G S 会 館 + Z O O M

支 部 長 東畑  郁生 ○ 副支部長 西 川  昌 宏 × 副支部長 
発表会 G リーダー 峯 岸  邦 夫 ◎

副 支 部 長 浅香  美治 ◎ 副支部長 栃 本  泰 浩 ○ 支部監事 海 野  寿 康 ◎

支 部 監 事 福 原  誠 ○ 幹 事 長 桑 野  玲 子 ○ 副幹事長 立 石   亮 ◎

副 幹 事 長 金田  一広 ○ 
山梨県Ｇ

後 藤  聡 ×
茨城県Ｇ 

松 島  亘 志 ◎リーダー幹事 リーダー幹事 
栃 木 県 Ｇ 

西村  友良 × 
群馬県Ｇ

森   友 宏 ◎
神奈川県Ｇ 

早 野  公 敏 ◎リーダー幹事 リーダー幹事 リーダー幹事 
千 葉 県 Ｇ 

若月  洋朗 ○ 
埼玉県Ｇ

内 村  太 郎 ×
研究委員会Ｇ 

王 寺  秀 介 ◎リーダー幹事 リーダー幹事 リーダー幹事 
会 員 SＧ 

山口  恵美 ○ 
会員 SＧ

小 林  優 起 ○ 本部連絡幹事 山 田  祐 樹 ◎リーダー幹事 リーダー幹事
栃 木 県 Ｇ 
代 理 清木  隆文 ◎ 事 務 局 青 木 美智子 ○    

○：出席（JGS）予定，◎：出席（ZOOM）予定，×：欠席予定，△：遅刻予定，空欄：未定 

 

会議に先立ち、自己紹介を行った。 

 

１.前回議事録等の確認 

・2022 年度第 4 回運営委員会議事録（2/24） 【別紙－ 1】

・2023 年度第 1 回企画総務グループ幹事会議事録（6/16） 【別紙－ 2】

→各自確認していただくこととした。 

 

２.最近のスケジュール 

・第 65 回通常総会（本部）：2023 年 6 月 8 日（木）14：00-15：20（オンライン） 

・2023 年度第 1 回運営委員会：2023 年 7 月 18 日（火）10：00-12：00（ハイブリッド） 

・第 58 回地盤工学研究発表会（本部）：2023 年 7 月 11 日（火）～13 日（木）福岡国際会議場 

・第 20 回地盤工学会関東支部発表会 GeoKanto2023：2023 年 11 月 22 日（水）国立オリンピック

記念青少年総合センター 

→桑野幹事長より説明があった。 

 

３.本部・他支部に関する連絡・報告・検討依頼事項 

報告   

(1) 3/20〆切：「地盤工学会誌」2023 年度読者モニター推薦のお願い（提出済） 【別紙－ 3】

 →毎年 15 名推薦する必要があり、今後もご協力いただきたいとの話があった。 

(2) 3/31〆切：「地盤工学会誌」支部編集委員について（提出済） 【別紙－ 4】

(3) 2023 年度会費請求につきまして（個人会員への新年度会費納入依頼のメール配信） 【別紙－ 5】

(4) 令和 4 年度「地盤工学会出版賞」のお知らせ（ご推薦者様） 【別紙－ 6】

(5) 第 65 回通常総会および地盤工学会賞他表彰式への出席のお願い（回答済） 【別紙－ 7】

(6) 2023 年度本部支部連絡協議会開催のご案内及び資料確認のお願い（回答済） 【別紙－ 8】

 →会員減少の報告があり、中長期ビジョンの検討を進めている、災害調査論文報告集の発刊、ダイバ

ーシティー促進、本部支部交流事業について説明があった。 



オンラインと対面について、なるべく手をかからないような形式でハイブリッドができるようにした

い。対面開催もやはり行いたいとの意見もあった。 

(7) JGS 会館の利用人数制限の解除について 【別紙－ 9】

 →山田本部連絡幹事から学会に関連する行事では人数はコロナ前になりつつあるが、オンラインに関

しては今後も必要であると思うので本部の方に常設でオンライン用機器を常備できるように提案いた

だく事とした。 

(8) 楽楽精算について   〃 

(9) 訃報 名誉会員、功労章受章、元中国支部副支部長 奥村 樹郎 様 (88 歳) 

   名誉会員、功労章受章           清水 英治 様 (92 歳) 

   名誉会員、功労章受章           石井  茂 様 (89 歳) 

→桑野幹事長より全体的な説明があった。 

 

４．支部からの周知・連絡・検討事項 

報告   

(1) 2023 年度支部役員体制について 【別紙－10】

(2) 2023 年度関東支部総会議事録 【別紙－11】

(3) 支部規程の一部変更について 【別紙－12】

(4) 2023 年度予算執行状況について（5 月末現在） 【別紙－13】

 →桑野幹事長、青木事務局から説明があった。  

検討   

(5) 【小石川中等】「サイエンスカフェ」実施のお願い 【別紙－14】

(6) 関東大震災 100 周年・地盤工学会関東支部 20 周年記念行事について   〃 

 →金田よりサイエンスカフェとジオ関東の１００周年記念行事について説明があった、ジオ関東での

「地盤情報を活用した気候変動が地盤災害リスクに与える影響の研究委員会」の王寺様の発表に関し

て了承いただけた。 

(7) 2023 年度地盤工学会関東支部賞の募集について 【別紙－15】

 →桑野幹事長、青木様より説明があり、奮って応募いただきたい。  

(8) 2023 年度 運営委員会の開催日について 【別紙－16】

 →桑野幹事長より説明があった。第 2 回以降は伝助にて日程調整を行う。  

(9) 2023 年度 商議員会の開催日及び特別講演会の内容について 【別紙－17】

 →2023 年度第 1 回商議員会は対面を基本とする。10 月 15 日以降の開催とし、小西まこと様（トン 

ネル）に東畑先生から連絡して日程調整する。意見交換会については本部に確認する。 

(10) 2024 年 関東支部総会の開催日及び特別講演会の内容について   〃 

 →2024 年の関東支部総会も対面を予定する。支部総会後の特別講演会は、吉田信博氏（盛土関連）に

東畑支部長から依頼する。 

(11) 特別会員へのサービス（支部発表会にて）  

 →東畑委員長から特別会員への何らかのサービスを提供したいと話があった。ジオ関東でスポンサー

で協力していただいた企業と学生を結びつける企画を開催したい。発表会グループでも同様の内容 

を検討中であると説明があった。 

(12) 社会的に注目される事変（地盤災害時等）の地盤工学専門家のコメントサイトの  



開設について 

 →東畑委員長から説明があった。何らかの地盤災害があった場合、マスコミなどで意見を求められる

ようなことがあるが、関東支部の中で専門家個人的なコメントとしての意見をホームページなどで公

開できないかとの提案があった。地盤工学会としての意見ではないようにした方がよい。本部理事・

山田様に確認していただく。企画総務 G で早急に検討する。 

(13) 特別講演の開催について（元事務次官_山田邦博様の講演会）    

 →東畑先生から説明があり、企画公務 G で 10 月初旬にハイブリッドで企画する。会場費と謝金を考

えると会費をいただきたい。対面で出席される方は参加料 1000 円で、オンラインは無料とする。 

（音声トラブルなど勘案、またオンラインでは質疑なし） 

特別会員へのサービスの一環として、先に特別会員へ案内送付、その後一般会員へ周知する。特別会

員の企業であれば地盤工学会会員でなくても OK とする。企画総務 G で早急に検討する。 

 

５．メール審議決定事項 

(1) 5/30 共催依頼：7/7（一社）地域国土強靭化研究所「創設 3 周年記念フォーラム」 

(2) 5/30 後援依頼：7/4(一財)災害科学研究所「地盤調査・探査手法の最前線および地質情報の DX 

による連携」講演会 

→桑野幹事長より説明があった。 

 

６．開催結果，進捗状況の報告（前回運営委員会以降，開催分を記載） 

(1) 4/25 特別講演会「既存杭の撤去・埋戻しと新設杭の設計・施工」Zoom ウエビナーによるオンラ

イン講演会 参加者：205 名【開催済】 

(2) 5/17・5/24 共催行事：第 3 回技術者講座「最近の防災・減災技術」（一財）土木研究センター 

（一社）地域国土強靭化研究 参加者各：66 名【開催済】 

(3) 7/4 後援行事：(一財)災害科学研究所 「地盤調査・探査手法の最前線および地質情報の DX によ

る連携」講演会【開催済】 

(4) 7/7 共催行事：（一社）地域国土強靭化研究所「創設 3 周年記念フォーラム」参加者：83 名 

【開催済】 

(5) 8/2 「液状化に係わる被害のメカニズムと名称を考える委員会」活動成果報告会 Zoom ウエビナー

によるオンライン講演会 

→桑野幹事長より説明があった。 

 

７．グループ別の実施計画・進捗状況・その他報告事項 

(1) 会員サービスグループ 【別紙－18】

 →山口先生、小林様から説明があった。ジオテク語り部会を 9 月に安田先生と調整中。オンライ

ンでの開催を検討。この他の行事も企画検討中である旨の報告があった。 

(2) 茨城県グループ 【別紙－】

 →松島先生から説明があった。今年度も後半に見学会を企画している。具体的には検討中とのこ

と。 

(3) 栃木県グループ 【別紙－19】

 →清木先生から説明があった。現場見学もしくは勉強会を実施したい。新年度に実施体制の説明

があった。 



(4) 群馬県グループ 【なし】 

 →森先生から説明があった。昨年度の企画を中心に現場見学会や研修会を実施したい。 

(5) 山梨県グループ 【なし】 

(6) 千葉県グループ 【なし】 

 →若月様から説明があった。昨年度はコロナ禍ではあったが現場見学会と講習会を実施できた。

今年度も同様に開催していく予定。 

(7) 埼玉県グループ 【なし】 

(8) 神奈川県グループ 【なし】 

 →早野先生から説明があった。コロナ禍前に行っていた研修、地盤工学セミナーを復活できない

か検討中。逗子市との共同で研修会を検討している。地盤工学判定士との協調も継続していきた

い。 

(9) 研究委員会グループ 【別紙－20】

 →王寺幹事から説明があった。ジオ関東で研究報告がないため HP 上で報告する方向で検討中。

(10) 支部発表会グループ 【別紙－21】

 →峯岸先生から説明があった。今年は対面で実施予定である。スポンサー募集も例年通り行うた

め、役員への協力を依頼した。 

 

８．その他 

（1） 退会届  

 ・東日本旅客鉄道 4 級 ＊建設工事部で新規入会 

（2） 新入会   

 ・東日本旅客鉄道                  1 級 

 ・中日本高速道路株式会社 東京支社 2 級 

  ・(株)シーエスエンジニアズ          4 級 

 ・成友興行(株)                      4 級 

 ・(株)J-POWER 設計コンサルタント 4 級 

 ・(株)CPC                          4 級 

 ・日本シビックコンサルタント(株)    4 級 

（3） 級変更 

 ・日特建設(株)           4 級から特級へ変更 

 ・(株)東京ソイルリサーチ      4 級から特級へ変更 

 ・応用地質(株)            3 級から特級へ変更 

 ・(株)錢高組                  4 級から 1 級へ変更 

 ・日本製鉄(株)                4 級から 2 級へ変更 

 ・石坂産業(株)                4 級から 3 級へ変更 

（4）次回打合せ：2023 年  月  日（ ）（前年度は 9 月 12 日の開催） 

 

事務局から 12 月 28 日（木）から 1 月 6 日（金）まで学会が閉館になるため、委員会等は開催できない

旨の説明があった。 

 

 

 


